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☆
会
長
挨
拶

謹
ん
で
書
面
に
て
ご
挨
拶
い
た
し
ま
す
。

皆
様
方
に
は
毎
日
お
元
気
で
お
過
ご
し
の

事
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
前
回
町
議
選
の

際
に
は
深
い
ご
理
解
と
ご
厚
情
に
よ
り
、

最
高
の
結
果
で
初
当
選
を
は
た
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
特
令
に
よ
っ
て
引
き
つ
づ

き
甲
斐
市
議
会
議
員
と
し
て
の
場
を
今
現

在
あ
た
え
て
下
さ
い
ま
し
た
事
に
対
し
、

会
と
し
ま
し
て
衷
心
よ
り
深
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

そ
の
後
、
内
藤
ひ
さ
と
し
後
援
会
を
政
治

団
体
と
し
て
町
議
選
以
来
現
状
維
持
で
参

り
ま
し
た
が
、
県
選
管
へ
の
去
る
三
月
末

現
在
の
状
況
報
告
の
中
に
お
い
て
、
今
回

新
し
く
五
久
会
（
ゴ
キ
ュ
ウ
カ
イ
）
と
し

て
、
後
援
会
の
名
称
変
更
を
い
た
し
ま
し

た
の
で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
て
、
五
久
会
の
名
称
の
由
来
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
内
藤
市
議
の
住
居
地
の
旧
敷
島

町
さ
つ
き
野
区
の
五
月
（
サ
ツ
キ
）
を
も

と
に
五
と
い
た
し
、
久
は
本
人
の
名
前
の

一
字
を
以
て
五
久
（
ゴ
キ
ュ
ウ
）
と
い
た

し
ま
し
た
。
そ
し
て
市
議
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
あ
り
ま
す
五
つ
の
公
約
を
五
久
会
の
中

に
位
置
づ
け
ま
し
た
。
以
下
に
五
つ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
列
記
い
た
し
ま
す
。

（
１
）
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
二
十
五
年
の
指
導
経

験
を
生
か
し
ス
ポ
ー
ツ
や
地
域
活
動
を

通
じ
て
未
来
を
た
く
す
青
少
年
の
健
全

育
成
を
図
る
。

（
２
）
若
者
の
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
。

（
３
）
健
康
な
高
齢
者
を
作
る
活
動
を
推
進
す
る
。

（
４
）
み
ど
り
豊
か
な
甲
斐
市
を
守
る
環
境

問
題
に
取
り
く
む
。

（
５
）
竜
王
駅
北
部
開
発
を
早
期
実
現
さ
せ
る
。

以
上
が
五
久
の
内
容
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
将
来
に
向
け
て
の
準
備
で
あ
り
ま

す
が
、
今
後
五
久
会
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
る
と
共
に
、
皆
様
方
の
応
援
の
も
と
、

会
の
向
上
と
躍
進
の
い
し
ず
え
を
築
き
上

げ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

何
卒
今
後
共
よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

心
よ
り
お
願
い
致
し
、
併
せ
ま
し
て
皆
様

方
の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

甲
斐
市
議
会
議
員

内
藤

久
歳

◆
市
政
に
お
け
る
三
項
目
に
つ
い
て
問
う

水
と
緑
の
町
竜
王
町
、
緑
と
や
す
ら
ぎ
の
町
敷
島
町
、
緑
と
ふ
れ
合
い
の

町
双
葉
町
。
そ
れ
ぞ
れ
の
町
が
長
年
に
わ
た
り
、
培
い
育
ん
で
き
た
、
歴
史
・

文
化
・
風
土
を
礎
と
し
て
、
県
内
第
二
の
人
口
を
有
す
る
甲
斐
市
が
平
成
十

六
年
九
月
一
日
に
誕
生
し
、
そ
の
行
く
末
を
託
す
、
初
代
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
藤
巻
市
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
本
定
例
会
に
お
い
て
市
政
全
般
に
つ
い

て
の
市
長
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
で
あ

る
緑
と
活
力
あ
ふ
れ
る
生
活
快
適
都
市
を
実
現
す
る
た
め
の
六
つ
の
重
点
項

目
が
揚
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
施
策
の
内
容
を
み
ま
す
と
、
充
実
し
た

内
容
の
施
策
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
地
方
自
治
の
原
点
は
住
民
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
行
政
を
、
自
主
的
か
つ
総

合
的
に
実
施
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
で
す
。
平
成
十
七
年
度
の
諸
事
業
の
執

行
に
あ
た
り
、
議
会
と
し
て
透
明
性
・
公
平
性
・
正
確
性
を
見
極
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
藤
巻
市
長
の
経
験
と
英
知
を
結
集
し
全
職
員
と
と
も
に
総

力
を
上
げ
て
市
民
の
誰
も
が
納
得
で
き
る
市
政
運
営
を
期
待
致
し
ま
す
。

☆
質
問
一
、
市
道
開
発
一
号
線
整
備
計
画
に
つ
い
て
質
問
致
し
ま
す
。

市
道
開
発
一
号
線
の
整
備
計
画
は
旧
敷
島
町
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
中
期
計
画
に
於
い
て
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
竜
王
駅
周
辺
整
備
事

業
と
の
融
合
性
を
図
る
な
か
で
、
本
路
線
の
甲
斐
市
に
お
け
る
今
後
の
整
備

計
画
の
方
針
に
つ
い
て
市
長
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

★
藤
巻
市
長
答
弁

現
在
県
道
田
富
敷
島
線
を
「
都
市
計
画
街
路
田
富
町
敷
島
線
中
下
条
工
区
」

と
し
て
県
が
実
施
主
体
と
な
り
整
備
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
工
区
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
六
年
度
に
全
て
の
用
地
契
約
が
終
わ
り
、
順
次
工
事
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
市
道
に
つ
い
て
は
、
約
四
十
メ
ー
ト
ル
の
区
間
を
そ
の
事
業
の

中
で
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
質
問
の
市
道
開
発
一
号
線
の
整
備

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
近
年
の
周
辺
環
境
及
び
周
辺
道
路
の
急
激
な
変
化

に
伴
い
交
通
量
が
大
き
く
増
え
て
お
り
、
現
在
二
車
線
で
歩
道
も
設
置
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
総
対
的
な
交
通
量
に
道
路
規
格
が
不
足
気
味
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
新
市
建
設
計
画
で
は
計
画
的
な
幹
線
道
路
網
の
整
備
を
推
進
し
て
い
く
と

あ
り
ま
す
が
、
整
備
手
法
と
し
て
は
国
庫
補
助
事
業
を
取
り
入
れ
た
中
で
の
整

備
を
基
本
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
甲
斐
市
独
自
の
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
に
は
、

相
当
の
時
間
と
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
の
で
現
段
階
で
は
山
梨
県
が
作
成
し

て
い
る
地
域
道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
わ
り
、
補
助
事
業
の
採
択
が
可
能
な

手
法
と
し
て
鋭
意
努
力
す
る
と
共
に
、
現
在
県
で
行
な
っ
て
お
り
ま
す
、
中
下

条
工
区
に
よ
る
市
道
分
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
の
時
期
を
好
機
と
捉

え
、
整
備
を
進
め
る
方
向
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

☆
質
問
二
、
小
中
学
校
の
散
水
設
備
の
設
置
に
つ
い
て

甲
斐
市
の
小
中
学
校
の
散
水
設
備
の
未
設
置
校
は
八
校
で
あ
り
ま
す
。
児
童
・
生

徒
が
安
心
し
て
運
動
や
遊
び
が
で
き
る
環
境
作
り
に
散
水
設
備
が
そ
の
一
翼
担
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
強
風
下
で
の
近
隣
住
民
へ
の
影
響
は
多

大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
風
の
強
い
日
に
は
校
庭
の
砂
塵
に
よ
り
洗
濯
物
は
、
室
内

に
干
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
夏
に
は
窓
も
開
け
て
い
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
ま
す
と
早
急
に
校
庭
へ
の
散
水
設
備
が
必
要
か
と
思
い
ま

す
が
教
育
長
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

★
教
育
長
答
弁

小
中
学
校
十
六
校
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
毎
に
懸
案
と
さ
れ
る
施
設

整
備
事
業
計
画
の
中
で
甲
斐
市
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
、
現
段
階
で
は
こ
の
計

画
に
基
づ
き
事
業
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
小
中
学
校
の
散
水
設
備
の
整
備
に
つ

い
て
は
引
き
継
が
れ
て
い
る
事
業
と
の
優
先
度
等
を
検
討
す
る
中
で
、
今
後
の
主
要

事
業
計
画
へ
の
位
置
づ
け
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

☆
質
問
三
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
実
現
に
向
け
た
「
甲
斐
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
」

の
策
定
及
び
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
設
立
に
つ
い
て

旧
敷
島
町
で
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
実
現
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
と
醸
成

の
た
め
に
、
平
成
十
三
年
よ
り
「
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場
」
プ
チ
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
甲
斐
市
に
お
い
て
も
地
域
住
民

の
健
康
増
進
に
つ
な
が
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
に
市
民
の
誰
も
が
そ
れ
ぞ
れ
の
体

力
や
年
齢
・
技
術
・
興
味
・
目
的
に
応
じ
て
、
ど
こ
で
も
い
つ
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
実
現
に
向
け
た
、
甲
斐
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
策
定
が

必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
次
に
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
国
及
び
県
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
計
画
に
よ
り
、
平
成
二
十
二
年
度
を
目
標
に
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育

成
が
揚
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
甲
斐
市
に
お
い
て
も
活
力
あ
ふ
れ
る
生
活
快
適
都
市

を
構
築
す
る
に
は
、
市
民
の
健
康
増
進
の
施
策
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
振

興
計
画
の
策
定
と
甲
斐
市
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
置
計
画
に
つ
い
て
具
体

的
な
進
捗
状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

★
教
育
長
答
弁

甲
斐
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
策
定
で
す
が
、
旧
三
町
に
お
い
て
も
地
域
に
合
っ

た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
を
策
定
し
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
甲
斐
市
と
な
り
ま

し
た
十
七
年
度
に
つ
い
て
も
継
続
し
な
が
ら
「
市
民
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
」
を
目
標
に
、

甲
斐
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
体
育
協
会
な
ど
長
年
に
わ
た
っ
て
活
動
を

続
け
て
き
た
既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
今
後
調
査
・
研
究

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

浅野益正会長

ひさとし！
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★五久会とは★ 五久会 幹事長 山本 幸作

バブルの崩壊によってわが国の経済の基盤を支える消費者・生活者の環境や考え方が従前とは著しく変化する中、２１

世紀を迎え『物から心の豊かさへ』『物的社会から情報化社会へ』の志向が益々加速しつつある時代になりました。

このような背景を受け止め、私どもは内藤ひさとしの知識・見識・行動力を共有する有志として相集い、五久会としての

情報を交換し、相乗効果を高め、地域のお役に立ちたいとの願いから、相互のスキルアップを目指し、平成十六年に『五

久会』を創設しました。そして、私どもの趣意に賛同される甲斐市民の皆様が、今後気軽に参加することができる政経勉

強会を毎月定期的に開催することを目的した、新たなる『五久会』を発足いたしました。

この『五久会』は、旧敷島町さつき野（五月）、内藤久歳（久）それに五つの公約とそれぞれの（五）（久）を取り入れて命名しました。

それ以来、地域社会の方々と相互に交流を重ね合い創造的な知識・見識を共有することを目的に研鑽を重ねてまいりました。また、この先

市民の皆様方に審判を仰ぐ時が来ると思いますが「雌伏雄飛」会員一丸となり頑張る所存であります。私ども五久会は『不易流行』（不易

とは原理原則であり、流行とはその時代の流れをよく知りそれに適応してゆくの意）をモットーとし、定例の勉強会の終了後に会員相互の

意見交換の場として懇親会を開いております。この会は、本音で地域のこと喜びや苦労を語り合える場として会員の皆様にご好評をいただ

いております。今回、五久会だより発刊に当たり、会員の一層の充実を図りたく、私どもの趣意に賛同いただける甲斐市民の皆様方を会員

としてひろく募集致しております。貴台はじめ関係各位のご入会を心よりお待ち申し上げております。

《五久会からお知らせ》

★８月の勉強会について
日時：７月３１日（日）ＰＭ５：００より

於：内藤ひさとし議員自宅（女性・若者の出席歓迎！）

テーマ『山梨県の中での甲斐市のあり方』について
※通常は毎月第１日曜日の午後５:００より月例勉強会を実施しています。

☆尚、勉強会へ出席ご希望の方はお手数ですが、事前に下記事務局までご連絡下さい。

～内藤ひさとし議員より一言～
梅雨のうっとうしさの中でも、紫陽花の凛とした美しさに心洗われるこの頃ですが、皆様にはお元気でお過ごしのことと

存じます。私も、毎日元気に議会活動や地区での活動を続けております。

さて、このたび、私、内藤ひさとしの後援会として、皆様のご支援の下、新たに『五久会』を発足し、活動をスタート致し

ました。この会は、単に私の政治活動を目的とするものではなく、甲斐市民としての我々が、家族そろって健康で明るく

内
藤
議
員
と
『五
久
会
』の
仲
間

6 月の勉強会は野外でバーべキュー！

内藤ひさとし議員夫妻（仲良し～！）

浅
野
会
長
夫
妻

（い
い
感
じ
！
）

平
林
会
計
夫
妻

（親
指
が
何
か
？
）

アットホームな

仲間達です。

明るく元気に

暮らせる

《甲斐市》を
皆で目指そう！

食欲旺盛！元気元気！

み
ん
な
が
主
役
！

老
い
も
若
き
も
、
男
性
も
女
性
も
。

安全に暮らせるための、仲間作りだと考えております。一人の力ではできないことも、多くの力が集まればより良い結果が得

られることがあります。 “ＩＴ化時代を担う若者から、高齢化社会の主役であるお年寄りまでが、明るく笑顔で暮らせる社会

を作りたい・・・・” そんな基本的な目標から生まれたこの『五久会』は、《みんなが主役》を合言葉に、子供・若者・女

性･男性･熟年・・・すべての人の意見が集まる場でありたいと思い、私もその一員であると考えています。

私は、皆さんの代表としての場を与えていただいたことに感謝し、その責任の重さをしっかりと受けとめ、今後の活動に邁

進していきたいと思います。今回『五久会だより』発行にあたり、今、新たに力がみなぎってくるのを感じております。
※何か、かっこいいことを申しましたが、皆さんと一緒に、私も議員として成長していきたいと思う、今日この頃なのです。

奥様は、六本木ヒルズと旅行が大好き！ 夫婦で散歩もしています！

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

Ｎｅｗ Ｍｉｓｓｉｏｎ 内藤ひさとしの新しい使命。 「私たちは立ち上がりました。」
内藤ひさとし氏の甲斐市政に対する『燃える心』をこの紙面でどう表現し、甲斐市民の皆様に伝えていけるか、工夫しましたが、

不行き届きの点は、初版ということでお許しください。この『五久会だより』は今後、年間３回の発行を予定しています。次号からは、

市議会の報告は立派な議会便りがその都度発行されていますので、そちらに譲りたいと考えています。また現在実施している毎月

第一日曜日の内藤ひさとし宅での勉強会を、ゆくゆくは「市政談話室」に発展させて、市民の皆様のご意見を、甲斐市政に反映で

きる『五久会だより』にしていく予定でおります。皆様のご理解・ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。


